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研究成果の概要（和文）：本研究では、我が国の既存交通関連調査の体系を精査し、近年蓄積が急速に進むモバ
イルセンシングデータの活用可能性を検討した。これにより、時代の要請に対応した総合交通政策に関する意思
決定を支援するための調査体系を提案する。具体的には、既存調査にモバイルセンシング系の新たな調査も加え
た上で，①サービスレベルデータの収集と活用可能性の検討，②各交通調査の統合的な活用可能性の検討，③交
通関連データの総合プラットフォームの設計を行った。これにより、計画策定や政策評価の実行を支えるための
交通データプラットフォームの構成要素について提案した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined the investigation which related to existing 
traffic system; consider the possibility of mobile sensing data utilization which its accumulation 
is rapidly growing in the recent years. 
Therefore, we suggest the investigation system for decision making on comprehensive transportation 
policy in order to meet the demand of society. Specifically, add new investigation of mobile sensing
 system to the existing investigation: 1. Examine the possibility of service level data collection 
and its utilization. 2. Consider the possibility of integration of each traffic survey. 3. We 
designed a comprehensive platform for transportation related data. We suggest that the element of 
traffic data to support implementation of planning and evaluation of policy. 
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１．研究開始当初の背景 
国勢調査における通勤通学行動調査，パーソ
ントリップ調査，大都市交通センサス，道路交通
センサス，航空旅客動態調査，幹線旅客純流
動調査等，多種多様な交通関連統計調査が実
施されており，重要な計画情報源となっている．
これらの多くは，調査の効率化と同時にデータ
質の維持，政策分析へのニーズへの対応が急
務とされている． 
一方ここ 10数年で，GPS，カーナビゲーション，
移動体通信システム，双方向通信システムなど
のモバイル系高度情報機器の高度化，自動改
札機，交通量常時観測システムの改良等により，
交通に関わるデータ収集技術は，質・量共に高
度化，深度化している． 
しかし，これらの新種の交通関連データの利
活用方法，計画体系への導入方法については，
未だ議論が進んでいない．モバイルセンシング
によって自動収集された位置情報データについ
ては，伝統的な交通統計調査では得ることので
きなかった高い時空間分解能の情報を大量に
得ることが可能であり，一部既存交通調査への
代替可能性も指摘されている．しかし，当該デ
ータ単独ではトリップ情報の判定が困難であっ
たり，母集団代表性が疑問視されていたり，詳
細過ぎる情報によるプライバシー保護の問題等
が新たに浮かび上がっている． 
これらのデータの交通計画や交通政策の立
案時における利用可能性や，政策評価への展
開についての指針を作成し，社会基盤としての
交通関連データプラットフォームを確立させるこ
とが急務である． 

２．研究の目的 
本研究では，我が国の既存交通関連調査の
体系を精査し，近年蓄積が急速に進むモバイル
センシングデータの活用可能性を検討した上で，
新たに交通関連調査体系の再構築を試みる．こ
れにより，時代の要請に対応した総合交通政策
に関する意思決定を支援するための調査体系
を提案するものである．具体的には，既存調査
にモバイルセンシング系の新たな調査も加えた
上で，①サービスレベルデータの収集と活用可
能性の検討，②各交通調査の統合的な活用可
能性の検討，③交通関連データの総合プラット
フォームの設計を行う．これにより，計画策定や
政策評価の実行を支えるための交通データプラ
ットフォームが構築されることが期待される． 

３．研究の方法 
本研究は，我が国の既存交通関連調査の体
系を精査し，近年蓄積が急速に進むモバイルセ
ンシングデータの活用可能性を検討する．さら
に得られた知見から，交通関連調査体系の今後
について議論する．これにより，時代の要請に対
応した総合交通政策に関する意思決定を支援
するための調査体系を提案するものである． 
我が国で実施されている既存交通関係調査
について，調査対象地域，標本数（サンプリング
方法），ゾーニング，調査内容等の項目を整理し，

それぞれの対象範囲を明確にする．また，欧米
では国土交通計画策定のための交通データ収
集がなされており，これらの取組について，技術，
データ品質，政策論議への展開の観点から整
理し，我が国の交通関係調査体系との比較を行
うことは，得るべき交通及び周辺分野の情報の
内容を精査できると考え，国内各調査間および
海外における調査の動向をレビューし，調査に
おける重複項目や，欠落項目について整理し
た． 
さらに既存交通調査の再整理と今後求められ
る調査データの整理を行い，さらに既存交通調
査及び交通関連ビッグデータの補完的・代替的
利用の可能性を調査効率性（費用効率性，取
得率効率性等）の観点から検証し，今後目指す
べき調査体系の姿を提示する．次に，必要とさ
れるデータ加工方法等の整理をおこない，交通
関連ビッグデータおよび既存交通調査データを
統合的に扱う総合交通データプラットフォーム構
築の基礎的検討を行った． 
 
４．研究成果 
総合交通データプラットフォームの骨格となる

1)サービスレベルデータの収集と活用方法（①
非常時・イベント等の突発事象時における交通
行動情報の整理，②時間信頼性等の交通パフ
ォーマンス情報の取得と活用，③旅行時間予測
情報等の高度情報の生成可能性），2)各統計調
査の統合活用（④多様な交通手段が混在する
道路空間の再編を議論するための基礎データと
しての整備，⑤多様な政策・施策の評価システ
ムへのインプット情報としての活用方法），3)交
通関連データの総合プラットフォームの設計（⑥
プライバシー問題とデータクローニング技術）に
ついての研究・議論を行った． 
そのような議論の中で，共同研究者の福田を
中心に，モバイルセンシングデータにもとづいた
新たな交通調査体系の議論が進められた．以
下に，その概要を記す． 

OD 需要の見積もりは，通常，大規模な旅行
調査を必要とする． 調査に費やされる時間と時
間を削減するために，モバイル機器から得られ
た個々の軌道データ，いわゆるモバイルセンシ
ングデータは，OD表推定のための過去 20年以
来の代替データセットとして使用されていました
が，一部の国では実際には制約されていました． 
本研究では，プライバシーを保護しながらOD表
推定のために，携帯電話のトレースの集計デー
タを使用して業務関連の交通需要を推定した． 
最大エントロピー原理に基づくシーケンシャル更
新法を提案している．トリップ生成と誘引は，最
初に非線形プログラミング問題とその後の行列
適合問題によって計算され，各 OD ペアにトリッ
プを分配する． 数値的研究は，更新された値
が，参照された値よりも実際の値を合成すること
に非常に近いことを示している． 東京のケース
スタディでは，提案された更新アプローチが旅
行パターンの変化を追跡することができることを
さらに実証している．これらの内容は下記雑誌
論文⑤に収録されている． 



同様に藤原らでは，近年の交通政策議論に
欠かすことの出来なくなったパフォーマンス指標
としての旅行時間信頼性について，路線バスか
ら得られるデータ特性について言及している． 
路線バスの旅行時間信頼性に焦点を当
てた実証分析を行っている．路線バスの旅
行時間信頼性は，自家用車のそれとは以下
の２点において異なる．第一に，経路，時
刻ともに固定されている点，第二に一度遅
れが発生すると，終着バス 停に至るまで
遅延が伝播する可能性が高い点である．旅
行時間信頼性の研究については，近年多く
の研究蓄積があるものの，以上のような路
線バスの特徴に焦点を当てた旅行時間信
頼性に関する分析事例は，少ない．ここで
は，広島県バス 協会が有するバスプロー
ブデータを使用した． 

各バス停での遅れ時間 
上図のように，終着に近づくにつれ，遅
れ時間 の平均値，ばらつきともに大きく
なる傾向にあること，特定のバス停（観音
本町等）において遅れ時間が減る傾向が見
られること，を把握することが出来ている． 
得られたデータにもとづき、遅れ時間に
対する回帰モデルを推定した．その結果，
表より，(1) ピーク時間帯には，遅れ時間
の平均値の増大よりも最大遅れ時間の増
大に影響を大きく与えている，(2)信号によ
り旅行時間信頼性が低下している可能性
があること，等が示された．(2)より，バス
の運行に合わせた信号制御により，旅行時
間信頼性 を向上させることができる可能
性が示唆出来ている． 

 
本研究では，このように個別具体の現象
分析においてモバイルセンシングデータ
による従来データの代替が可能であるこ
とを示すことが出来、今後の交通関連調査
における適用性の高さと具体の活用方法
を整理することが出来た． 
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